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はじめに 
いくつ答えられますか？（☑ チェックをしてみましょう。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冊子にあなたの授業を支える 
ヒントがあるかもしれません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  あなたの「知りたい」が

きっとここにあります。 

Ｑ. 「単元の全体構想」が大切だと言われます。 
どうして大切なのですか？ 

Ｑ. 「ゴールからの授業構想」とよく耳にします。 
ゴールから構想するメリットはどんなことですか？ 

Ｑ. 「自力解決」になかなか入れません。 
どのように見通しをもたせればいいのですか？ 

Ｑ. 机間指導では子どもの何を見取るのですか？ 
ＩＣＴを使う見取りもできるのですか？ 

Ｑ. 「話合い」が「発表」だけで終わってしまうことがあります。
どんなところに気を付ければいいのですか？ 

Ｑ. 「まとめ」につなげる「吟味」（練り上げ）は、 
どのように進めていけばいいのですか？ 

Ｑ. 「まとめ」と「振り返り」は違うのですか？ 
それぞれにどんなねらいがあるのか知りたいです。 

わかば先生 
今年度採用になった

初任の先生です。 
 

あゆみ先生 
子どもとつくる授業に、

熱い思いを傾け続けるベ
テランの先生です。 
 

 

きづき先生 
教職２年目で、わかば

先生の先輩です。 
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－私の授業を支える言葉－

ふくしまの「授業スタンダード」から始めてみませんか。
あなたの授業を支える「言葉」に、きっと出合えます。

目的
子どもたちがこれからの時代に必要とされる資
質・能力を身に付けて、生涯にわたって能動的に
学び続けることができるようにする。

方法 主体的・対話的で深い学び

基盤
望ましい人間関係
教師の姿勢
学習規律

ふくしまの「授業スタンダード」を基に授業のプラスを増やし、
子どもの資質・能力を育む

ふくしまの「授業スタンダード」の中で、最も心に響いている言葉
を教えてほしいな。理由も聞きたいな。

「主体的・対話的で深い学び」のある授業へと改善したい

のですが、どこから始めるとよいのですか。

授業

よさを
見取って

わかば先生 あゆみ先生

今、最も心に響いている言葉は、「よさを見取って」です。私はつ
いつい話し過ぎてしまいます。子ども一人一人の「よさや思い」を受
け止めて、子どもが主役となる授業にしたいと思っているからです！
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さあ、自分の授業を支える
「言葉」を、見つけよう！！

言葉に
着目！

わかば先生は、子どもが
主役となる授業をつくりた
いのですね！
「よさを見取って」とい
う言葉が、わかば先生の授
業を支えているのですね。

あゆみ先生のお
気に入りの言葉は
何ですか？

私は、２ページにある
「教育の秘訣は、生徒を
尊敬するところにある」
というエマーソンの言葉
が、心に響いています。

どうしてその言
葉が気に入ってい
るのですか？

わかば先生、子どもたちってすご
いんですよ。私の想定している考え
を、どんどん超えていくんです。子
どもたちから教えられることも、た
くさんあります。

私は、「生徒を尊敬」という言葉
に支えられています！

生徒を
尊敬

あゆみ先生にもわか
ば先生にも、「お気に
入りの言葉」が…。

大丈夫ですよ！
『授業スタンダード』
の言葉に着目すること
で、新たな発見がある
はずです！！

きづき先生
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１ 授業の基盤は 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習集団を育むために… 

主体的な学習を支える基盤づくり 
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すべての子どもにとって分かりやすいユニバーサルデザインの視点で学級

全体を支援し、見通しをもって安心して学び、生活できる環境づくりを行い

ます。その上で、特別な支援が必要な子どもに個別の支援を行います。 

これらを学校全体で共有し、取り組むことが重要です。 

高めよう！ 自己有用感！ 自己肯定感！ 学級全体を支援するユニバーサルデザイン 

「すべての子どもにとって分かり
やすいユニバーサルデザインの視
点で学級全体を支援」って大変そ
う、どうしたらいいのですか？ 

ユニバーサルデザイン化のコツの
３本柱、先生きっとやっていますよ。 
キーワードを挙げてみましょう。 

学習環境を整えましょう！（教室のルールを整えましょう） 

 

決まりやルールを「見える化（可視
化）」し、自治的で、子どもたちが安心
して過ごすことができる教室環境づくり
が大切です。 

１ ルールのある空間でみんなが快適に 

生活するための環境づくり 

２ 暗黙のルールなど、目に見えないもの 

を見えるように 

□ 基準が明確で分かりやすい学級ルールをつくる。 

□ 黒板や黒板周りにはその授業に関係するもののみ掲示する。 

□ 板書を構造化する。（チョークの色使いの統一、学習の流れを示すなど） 

□ 刺激になるものをカーテンや布で覆う。 

□ 予定を変更する場合は必ず予告する。（変更となった活動はいつ行うのかも伝える。） 

第 1層 

第２層 

第３層 

・集団全体への指導（指導の工夫） 

   

・一斉指導中に行う個別の指導・支援の工夫 

・個別の指導の場で個別の支援の工夫 
・通級指導教室 等 

 

合
理
的
配
慮
の
階
層 

すべての子どものよさや可能性を最大限に引き出すために 
～ユニバーサルデザインの視点から～ 

 

ユニバーサル 
デザイン 

通常の学級にも、学びや学校生活に困難さを感じながら過ごしている

子どもたちがいます。どうすればよいでしょうか？ 

ユニバーサル 
デザイン化の 
コツ 
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□ 得意なこと、興味・関心があることに注目する。 

□ よさや得意なことを生かし、人の役に立った、人に喜んでもらえた等の 

経験ができるようにする。 

□ 頑張りを認め、当たりまえのことを自然に行っている子どもへの称賛を 

忘れない。 

□ 子どもや行動に応じた効果的な褒め方を探す。 

※ 他人への迷惑行為などには、毅然とした態度で接することが大切です。 

称賛し、認めましょう！（人的環境を整えましょう） 

１ 多様性を認めるかかわり 

２ 子どもたちの誤答をいかに価値付ける

か、間違いに共感できるか 

３ 子どもの「いいところ」が発揮され 

やすい環境づくり 

クラスに温かい雰囲気をつくることは、
「分からない、できない」と素直に言える環
境づくりにつながります。 

私が子ども一人一人のよさに気付き、「認めているよ」「分か
っているよ」という姿を見せることが大切なのですね。「誤答の
価値付け」も、「授業スタンダード」にありました。 

□ 「大事なことを一度だけ言います。」など、子どもの注意を引きつけてから話す。 

□ 指示は短く、具体的に伝える。 

□ 重要なことは、板書する。 

□ 絵や図、文字などを用いて指示内容や順序を可視化し、見通しがもてる 

ようにする。 

□ 教師の視線、しぐさ、声の大きさやトーンを変化させるなど、子どもへ 

の伝わりやすさを考える。 

分かりやすく伝えましょう！（授業のユニバーサルデザイン化） 

１ 視覚化＝学習内容や考え方・資料等を 

図解や画像などの視覚情報として示す 

２ 焦点化＝学習目標や内容を絞り込んで 

授業展開の構造をシンプルに 

３ 共有化＝話合い活動などで学ぶ内容 

を互いに共有して確実な定着 

「分かった・できた」を目指す授業デザ
イン。ふくしまの「授業スタンダード」にもあ
るいつもの授業です｡ 

「構造化された板書」「思考過程の可視化」
も「授業スタンダード」にありました。分か
りやすい発問や指示も大切だと聞きました。 
見通しがもてると安心して活動できますね。 
ね。 

いつものかかわりや授業に、「ユニバーサルデザイン化のコツ」をちょっと意識して取り組む 

ことで、今まで以上に子どもたちが見通しをもって、安心して学び、生活できるようになります。 

学級全体への支援と個別の支援をバランスよく行い、すべての子どものよさや可能性を 

引き出すことで、子ども一人一人の自己有用感、自己肯定感をよりよく育んでいきましょう！ 

 

ユニバーサル 
デザイン化の 
コツ 

ユニバーサル 
デザイン化の 
コツ 



文字が大きくて、見や
すいな！ 
定規を当てているか

ら、どこを読めばいいか
分かりやすくなった！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書がうまく
読めないよ。 

学びの困難さに応じた指導の工夫！ 

 

学びにくさに応じた工夫には、どんなものがあるのでしょうか？ 

詳しく知りたいのですが、何か参考になるものはありますか？ 

小・中学校学習指導要領解説各教科編には、「１０の視

点」で困難さを見取り、それに応じた指導内容や指導方

法の工夫が示されています。 

 

Ａさんは、一
行とばして読ん
でしまうことが
多いな。どんな
「困難さ」があ
るのだろう？ 
【１０の視

点】からする
と、①・⑨・⑩
かな？ 

Ａさんは行を追
って読むことが難
しいのかな。工夫
の意図・手立てに
書いてあるよう
に、教科書を拡大
コピーして、読む
行に定規を当てて
読むようにしてみ
よう！ 

◇ 困難さ【１０の視点】 

① 見えにくさ       ② 聞こえにくさ        ③ 道具の操作の困難さ   

④ 移動上の制約      ⑤ 健康面や安全面での制約   ⑥ 発音のしにくさ   

⑦ 心理的な不安定      ⑧ 人間関係形成の困難さ    ⑨ 読み書きや計算等の困難さ  

⑩ 注意の集中を持続することが苦手 

※この視点以外にも、様々な困難さが考えられることにも留意が必要です。 
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教科の配慮例（国語） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の変更や学習活動の代替を安易に行わな
いで、指導や手立てを工夫していくことが大切です。 

特別支援教育センターＨＰ掲載の「コーディネートハ

ンドブック」には、学習指導要領各教科解説編に対応し

た具体的な実践事例が、教科ごとに示されています。 

－9－ 

Ｂさんは、勝つま
でやりたいと言うこ
とが多いな。どんな
「困難さ」があるの
だろう？ 
【１０の視点】か

らすると、⑦・⑧か
な？ 

Ｂさんは、どのよ
うに行動したらいい
のか分からないのか
も。工夫の意図・手
立てに書いてあるよ
うに、勝ったとき、
負けたときの表現方
法をみんなで確認し
よう。そして、見通
しがもちやすい簡易
ゲームでよい行動の
成功体験ができるよ
うにしてみよう。 

障がいのある児童生徒などへの配慮 
～学習指導要領編～ 

 

困難さに対する個別の支援内容については、「学習指導要領解説 自立活動編」などを参考に検討した上で、

「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」に盛り込みます。    

担当する先生方で共有、活用し、進級、進学時には適切に引き継ぐようにしましょう。「個別の教育支援計画」、

「個別の指導計画」の計画の様式や作り方は、特別支援教育センターＨＰ掲載の「コーディネートハンドブック」を参

考にしてください。 

 

（２）個別の教育支援計画の活用 
～いつ活用するのか？ 
   どうやって活用するのか？～ 

（１）個別の教育支援計画とは 
～なぜ、作成・活用するのか～ 

（１）個別の指導計画とは 

～なぜ、作成するのか、 

どう作成するのか～ 

（２）個別の指導計画の活用 
～いつ、活用するのか？ 
目的にあった計画の活用へ～ 

みんなと同じように
やってみたら、先生に
も、友達にも褒められ
て、気持ちよくゲーム
に参加できたよ。 

教科の配慮例（体育） 

10 の視点で子どもを見

ることは参考になります。し

かし、障がいや程度で対応

は一律ではありません。子

ども一人一人の実態から考

えることが大切だということ

が分かりました。 

勝敗がかかると、いつもモヤモヤ、 
イライラしちゃう。 
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２ 授業前にー

単元をつくる・本時の授業をつくる

〈この単元におけるねらいが達成されたゴール地点での子どもの姿は？〉

ポイント１
明日の授業を考えるので精一杯です。１時間でも大変なのに…。

「単元をつくる」ときに、何から考えればいいのですか。

全体を
見通した

単元名 円の面積の求め方を考えよう「円の面積」（第６学年）
単元の目標
〇 円の面積について、求め方や計算で求められることを理解し、円の面積を求める公式を用いて円などの面積を
求めることができる。 （知識及び技能）

〇 図形を構成する要素などに着目し、円などの面積の求め方を図や式を用いて考え、説明している。
（思考力、判断力、表現力等）

〇 円の面積の求め方を簡潔かつ的確な表現として公式として導いた過程を振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考えたり、数字のよさに気付き、学習したことを今後の生活や学習に活用しようとし
たりしている。 （主体的に学習に取り組む態度）

指導計画

ねらい 学習活動 知 思 態 評価規準（評価方法）

１ 円の面積の求め方を考え 正多角形に着目し、円のおよ ・円のおよその面積を、単位面積
るという単元の課題を設定 その面積の求め方を考え、見 ・ の何こ分の考えや円に外接
し、およその面積の見当を 当をつける。 、内接する正多角形
つけることができる。 を基にして求めようとしている。

（観察・ノート）

２ 円のおよその面積を求め 正多角形の面積の求め方に着 ・円のおよその面積の求め方に着
ることができる。 目し、円の面積を求める方法を ・ 目し、円の面積を求める方法を考

考える。 えている。 （観察・ノート）

３ 円の面積を求める公式を、 円の面積の公式を求めたり、 〇円の面積も、計算で求められる
半径×半径に着目して読み それを読み取り円周率の理解を 〇 ことを理解している。
取り、円周率についての理 深めたりする。 （観察・ノート）
解を深めることができる。

４ 多様な方法で円を含む複 求積可能な図形に着目し、円 〇 円を含む複合図形の面積につい
合図形の面性の面積の求め を含む複合図形の面積の求め方 〇 て、既習の求積可能な図形の面積
方を考え、図や式を用いて を考える。 を基にして、分割して考え、図や
説明することができる。 式を用いて説明している。

（観察・ノート）

５ 単元の学習を通して事象 ピザ作りに関わる問題を、円 〇学習内容を適切に活用して筋道
を数理的にとらえ論理的に の面積などを活用して解決す 〇 立てて考え、問題を解決している。
考察し、問題を解決するこ る。 （観察・ノート）
とができる。

６ 学習内容の定着を確認す 「たしかめよう」や「つない 〇単元の学習を振り返り、価値付
るとともに、数学的な見方 でいこう算数の目」に取り組む。 〇 けたり、今後の学習に生かそうと
・考え方を振り返り価値付 したりしている。（観察・ノート）
けることができる。

〈全体を見通して〉
①単元全体の中での本時はど
のような位置付けになってい
るのかな？
②前時との違いは何かな？

円のおよその面積

円の正確な面積

円を含む複合図形の面積

適用問題

まずは、単元のゴールから考えてみませんか。
単元のねらいが達成された子どもの姿を、具体的

に描いてみましょう。

〇 私が描く単元のゴールにおける子どもの姿
円を含む複合図形の面積を考える時に、求積が既習である図形の組み合わせと見て、

多様な考え方で面積の求め方を考えたり、説明したりすることができる姿

重点
（軽重）

〈全体を見通して〉
どの資質・能力を、主に

どこで育成していくのか。
・ ＝指導に生かす評価
〇 ＝記録に残す評価

重点
（軽重）

そのためには…

単元のゴールの姿へ向かう全体を見通した単元づくり
全体を
見通した
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本時が、単元全体の中で、どんな役割を果たすべきな
のかについて考えることが大切です！

「単元における本時の位置付け」に着目した授業づくり

指導計画

ねらい 学習活動 知 思 態 評価規準（評価方法）

２ 円のおよその面積を求め 正多角形の面積の求め方に着 ・円のおよその面積の求め方に着
ることができる。 目し、円の面積を求める方法を ・ 目し、円の面積を求める方法を考

考える。 えている。 （観察・ノート）

３ 円の面積を求める公式を、 円の面積の公式を求めたり、 円の面積も、計算で求められる
半径×半径に着目して読み それを読み取り円周率の理解を 〇 ことを理解している。
取り、円周率についての理 深めたりする。 （観察・ノート）
解を深める。

４ 多様な方法で円を含む複 求積可能な図形に着目し、円 円を含む複合図形の面積につい
合図形の面性の面積の求め を含む複合図形の面積の求め方 〇 て、既習の求積可能な図形の面積
方を考え、図や式を用いて を考える。 を基にして、分割して考え、図や
説明することができる。 式を用いて説明している。

（観察・ノート）

５ 単元の学習を通して事象 ピザ作りに関わる問題を、円 学習内容を適切に活用して筋道

（
本
時
）

円のおよその面積

円の正確な面積

円を含む複合図形の面積

〈着眼点〉

並べ替える

〈着眼点〉

組み合わせる

適用問題

並べ替えても

求められない！

②前時との違いを明確にし
ておくことが大切です。

位置
付け

具体的
な姿

具体的
な姿

本時で目指すゴールの姿へ向かう授業づくり

本時においても、ねらいが達成された「具体的な子どもの姿」
を具体的に捉えておくことが大切です。

〇本時のねらい 円を含む複合図形の面積の求め方について、既習の求積可能な図形を
基に考え、説明することができる。

〇 私が描く本時のゴールにおける子どもの姿
並べ替えても面積を求められない円を含む複合図形を、既習の求積可能な図形の組み合

わせと見て、面積の求め方を考え、説明することができる姿

単元づくりも授業づくりも、
「ねらいが達成されたゴール地
点での子どもの姿」を具体的に
描くことから始めていくことが
大切なのですね！

でも…。その姿を明確に描くこと
が難しくて、一人では上手くできま
せん。

わかば先生、大丈夫ですよ。一人ではあり
ません。いつでも相談してくださいね！一緒
に考えましょう。

単元全体を構想することができました。

１時間ごとの授業をつくるときには、どんなことに気を付けたらよいですか。

①本時は、単元全
体の中でどのよう
な位置付けになっ
ているのかな？

位置
付け
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３ 授業では 

 ポイント２ 教材との出合い・学習課題の把握 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題提示をしても、子どもたちの学習意欲につながらないことが多いのです。 

子どもの気付きや問いを引き出
すしかけを考えていくことで、授業
が動き始めます。 

③
学
習
課
題
の
設
定 

②子どもの「問い」や「思い・願い」 

・実物 
・ICT 
・既習事項 
・実演 
・前時の感想 

①
教
材
と
の
出
合
わ
せ
方 

学びスイッチオン！ 

・違和感 

・驚き 

・不思議 

・憧れ 
などから「？」を引き

出していきます。 

・何
を 

・ど
ん
な
風
に 

・ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で 

提
示
す
る
か
が
大
切
で
す
。 

「学
ば
せ
た
い
こ
と
」

と
「学
び
た
い
こ
と
」の

擦
り
合
わ
せ
を
図
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 
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あっ！ 

前の時間に勉強したものです。 

ん？ 

今日も変な形です。 

       （共通点） 

公式はなかったけど、

円の公式を使えば、半分

にしたり、４つに分けたり

すれば求められました。 

変な形のものでも、移

動して正方形にすれば、

公式を使って求めること

ができました。 

円の公式÷４ 

正方形の公式 

「並べ替え」で面積を求めることができる 

前と同じように「並べ替え」れば

できるんじゃないんですか？ 

（予想） 

 

円の公式の活用 

移動？ 変形？ 

導
入
（既
習
） 

予
想 

こんな風に、子どもた

ちが考えていけたらいい

と思わない？ 
すごくいいですね。 

えっ？ 

このレモンの形は切っても、

移動させても、全然、円になり

ません。正方形も作れません。 

１つの形だけで考えていて

は、答えが出せません。 

悩
み 

（モ
ヤ
モ
ヤ
） 

レモンの形の他に、

何か別の形が見えま

せんか？ 

気
付
き 

あれ？ 並べ替えても求められない… 

あーーーー！ 
 

正方形が見えて、円が

見えて…。 

この白い部分が邪魔

だから、どうにか出せる

といいのだけれど…。 

あれっ…？ 

〔学習課題〕並べ替えても求められない図形の面積は、どのようにすると求められるかな？ 
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こ
れ
を
学
習
課
題
に
取
り
上
げ
る
と
、
「～
が
で
き
る
」

と
い
う
技
能
の
観
点
を
目
指
す
授
業
と
な
り
ま
す
。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的な学びを引き出すために 

子どもたちの問いや思い・願いを、どのように学習課題にしていけばいいのですか？ 

えっ？ すごい！ 

どうして鳥が出て

きたんですか？ 

帽子にタネがある

のかもしれない。 

知りたいです。 

ぼ
く
も
あ
ん
な
風
に

や
っ
て
み
た
い
。 

た
ぶ
ん
○
○
の
し
か
け
が

あ
る
と
思
う
け
ど
…
。 

も
う
一
度
見
た
い
で
す
。 

タ
ネ
を
見
抜
き
た
い
で
す
。 

提示場面では、子どもの興味・関

心を引き出せるかが勝負です。 

本時の「見方・考え方」につながる

よう、子どもとのやり取りの中で焦

点を絞っていくようにします。 

「問
い
と
予
想
」を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
本
時
の
学
び
に
対

す
る
主
体
性
や
自
己
の
変
容
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

教
師
が
押
さ
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と 

本時で一番考えさせたいこと 

授業を「手品」に例えて考えてみましょう。 

これを各教科等に

当てはめたら、どん

な授業が考えられる

でしょう？ 
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 学習課題の設定はいかに？ 

 ならべかえても求められない図
形の面積は、どのようにすると求
められるかな。 

ならべかえても求められない 

一つの公式では求められない 

レモンの形 
レモンの形の他に、どんな
形が見えるかな。 

４分の１の円 正方形 直角三角形 組み合わせ 

きづき先生、「学習
課題」は、いつも紙
に書いたものを提示
しているのですか？ 

教師が「学ばせたいこと」＞子どもが「学びたいこと」 

に、なっていませんか？ 

きづき先生は、どんな子どもに
育ってほしいと思っていますか？ 

確かに…。 
でも、カードがいっぱいにな

ると、どこが大切なのか分から
なくなってしまいそう。 

きづき先生が、「学習課題」の紙を

黒板に貼ったとき、「決まってるんじ

ゃん。」とつぶやいた子がいました。 

学習課題も、あらか

じめ書いたものを提示

していましたが…。 

教師が用意するカー
ドが多くなればなるほ
ど、子どもが活躍でき
る場面が少なくなると
思いませんか？ 

私は、主体的に学ぶ子どもになってほ
しいと思っています。 
最近、「学習課題」を設定した後、子ど

もの追究意欲が下がっているように感じ
ていたのは、「教師が与える学習課題」に
なっていたからかもしれません…。 

学習課題を、本気で追究したいと思う
「子ども自身の問い」にすることが、大
切なのですね。 

わかば先生、私は「考

えさせたいこと」や、

「子どもが考えそうなこ

と」をあらかじめ予想し

て、カードを作っておき

ます。黒板に書く時間が

短縮されて、オススメで

すよ！ 

事後研究会での１コマ 

あゆみ先生！ 
「授業は子どもの問い
でできている」のです
ね！ 

全部教師作

成のカード 
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ポイント３ 追究・解決 

＜計画・方向付け・見通し＞ ＜個での追究・解決＞ 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題を設定しても、子どもが困る場面をよく見かけます。 

どんな働きかけをすれば、よいのでしょうか？ 

ここまでは、できるのですが…。 

めあてをもたせた後、解決の見通しをどのようにもたせればいいのですか？ 

【本時で働かせたい見方・考え方】 

既習の図形  組み合わせ 

正方形が見えます。 

正方形の中にレモンが

入っています。 

私は斜めに直線を入れてみ

ました。そうすると直角三角形

に分けられます。 

レモンの形の中に何か

別の形が見えませんか？ 

レモンの下のすき間

に色を塗ると、４分の１

の円に見えます。 
このように、「既習」と「組み合わせ」

といった見方を引き出して、解決の見

通しをもたせていくことが大切です。 

正方形、三角形、４分の１の円から、色を塗っ

た部分の面積を求めるアイデアはないかな？ 

課題解決の見通しをもたせるためには？ 

全員が「追究・解決したい」という

思いをもてるようにすることが、

大切なのですね。 

〔学習課題〕並べ替えても求められない図形の面積は、どのようにすると求められるかな？ 
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見取りを指導に生かすために（座席表の活用を例に） 

【ＩＣＴ】 
 ・瞬時に全体を俯瞰できる 

 ・教師も子どもも学びの状況が捉えられる 

 ・学びの状況の変化に対応できる 

 ・記録に残すことができる（評価に生かせる） 

×机間巡視 → ○机間指導 
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ポイント４ 追究・解決＜ペアやグループ・学級全体での話合い＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                

 

ねらいを明確にした意図ある共有の場の設定 

① 

 

いっぱい考えが 

出ていい授業に 

なりました。 

大切なのは、ねらいに合う考え

を、選んで共有させることです。 

A：まず、4分の１の円から三角形を引いて・・・。 

活発に話し合うこと

が、深まるということ

ではないのですか。 

 全体で確認をします。説明したい人？ 

B：正方形から４分の１の円を引いて、残りの・・・。 

C：4分の１の円を2つ合わせ、正方形の部分を・・・。 

どのような働きかけをすると、深まるのかな。 

子どもたちの多様な

考えをたくさん紹介する

ことが、いい授業だと思

っていませんか。 

D：正方形の面積を4倍して円を引くと・・・・。 

たくさん考えを出すことが、考えを

深めるということではありません。 

4分の１の円 

正方形 

習った図形 

…
 

【本時で働かせたい見方・考え方】 

既習の図形  組み合わせ 

④ 追究・解決 

話合いは大切だと思うけれど、発言する子ばかりになって、深まっていないと感じています。 

ならべかえても

求められない  

本時の共有させたいゴールに向かう

ために、教師のコーディネートが大切な

のですね。 
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」 

 

 

授業は、いろいろな考えを出し合ってからが勝負です。 

吟 味 

  前の時間までと同じように並

べ替えて求めているのかな？ 

理由や根拠を基に判断する場の設定 

では吟味はどのようにすればいいの

ですか？ 

話合いを深めるには、どうすればいいのですか。 

 ３つの考えで、共通していることはどんなことですか？【問い返し】 

たし算や引き算を使っている。 

 「たし算や引き算を使っている。」というの

はどういうことでしょうか。【問い返し】 

公式1つではできない。 

組み合わせで考えている。 

  「組み合わせ」ってどういうことですか。【問い返し】

周りの友達と確認してみましょう。 

A、B、Cで使い方は違うけれど、正方形や円など面積

が求められる図形を利用して求めている。 

本当にA、B、C全部に共通して言え

るの？本当に言えるのか、隣の人と話

し合ってみましょう。【再生】 

それでは、この問題も同じ見方の「組み合わせ」で解けるかな。 

考えを深める問い返しをす

ることが大切なのですね。 

並べ替えではなく・・・ 

たくさんあった考えから、A、B、Cの3つの考えに選んだ場合で考えてみるね。 

私だったら、「組み合わせ」と

いうキーワードが出たら、「い

い考えだね。」といってすぐに

まとめにつなげてしまいます。 

たくさんの考えを紹介

するのではなく、 

① 大切な考えに絞る 

② 繰り返し考えさせる 

 ことが大切ですね。 

本当だ。全部そうだ。 組み合わせて考え

ればいいんだ。 

飛びつきたくなるけど、待

つのが大切なんですね。 

大切なキーワードは、「どう

いうこと」と子どもたちにもう

一度考えさせるのですね。 

あ！見えた。 

できるかな？ 

問い返しにより考え

を深め、全員が納得で

きるようにすることが、

大切なのですね。 

発表した後が大切

なのですね。 
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まとめ 振り返り・新たな学びポイント５

「まとめ」と「振り返り」は分けて指導しているけれど、何を意識

したらいいのかな？

このまとめは、「習った図形」「組み合わせ」などのキーワード
を基に、自分の言葉でつくられていることに価値があります。

つい、教師がまとめたくなりますが、
自分の言葉でまとめることができるよう
に、子どもを信じて任せる等、粘り強く
指導していく必要があります。

教師 子ども

子どもの言葉によるまとめ

教師が予想したまとめ

「自分の言葉」を

大切にしたまとめ

私は、本時の「まとめ」をする時に、「どんなまとめになるのかな」と
投げかけ、子どもから言葉を引き出すようにしています。

〔学習課題〕並べ替えても求められない図形の面積は、どのようにすると求められるかな？
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子ども自身が学びを自覚し、充実感、達成
感、有能感等の学びの手応えをを感じることが
できる「振り返り」となるように、次のような
ことに気を付けています！

〈授業のタイムマネジメント例〉

「まとめ」と「振り返り」
には、それぞれに重要な役割
があるのですね。

「自分のよさ」を実感し、「学び続ける態度」を育む振り返り

子どもの学びを保障するタイムマネジメント

学び続ける態度

自分のよさ 共に学ぶよさ

〈Ａ子のノートより〉

わたしは、はじめはぜんぜんわからなかったけれど、ＢさんやＣさん
やＤさんの考えを聞いて理解できました。これからは、Ｃさ
んのように、問題の意味も考えられるようになりたいです。

子ども一人一人の振り返り
の言葉にコメントを入れ、思
いや願いを次時の指導に生か
していきたいと思います！

① 本時のキーワードを、黒板に残すようにしています。
② 板書していないことでも、「なるほど」と思ったことをノートに書くように指導し
ています。

③ 参考となる友達の考えに分かりやすい記号を付けるなど、自分の考えと区別
して記録するようにしています。

④ 「振り返り」の視点が、明確になるように提示しています。
⑤ 必要に応じて、考えたこと等の振り返りを累積するようにしています。

〔振り返りの視点 例〕
○ わかったこと、できるようになったこと

○ 自分ががんばったこと
○ 友達ががんばったこと

○ これからの学習や生活に生かしたいこと

振り返りの文章の主語
は、子ども自身なのですね！
学びの主役は、子ども一人一
人ということですね。

まとめ

◇ 子どもが本時で「何」を学んだか、学習

した内容を整理し確認する。

◇ 学習課題と正対する。

（学習課題をまとめの整合性を図る。）

振り返り

◇ 子どもが本時で「どのように」学んだ

のか、学びの過程を見つめ直す。振り返

ることで、学びを自分事とする。

◇ 主語は、「わたし」になる。

授業の時間は限られています。授業前にま
とめと振り返りに入る時刻を決めておきまし
ょう。そうすることで、まとめと振り返りの
ための十分な時間の確保につながります。

本誌〈付録〉に、タイムマネジメントシ
ートが掲載されています。必要に応じて、
ご活用ください。
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４ 授業後に  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「自己マネジメント力」の育成を目指す家庭学習 
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◇◆ 教員の学び合い ◆◇ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後は、どのようなことを大切にして振り返ればよいのでしょうか？ 

  「導入の場面だけ」でも、「まとめの場面だけ」でも互いの

授業を見合うことは貴重な「研修」の機会となります。 

気軽に集まって

話ができる場所、

雰囲気があるとい

いですね。先生方

の学校はいかが

ですか？ 

「チェックシート」
や「授業プラス日
記」などを活用する
と、自分の授業や参
観した授業の記録・
振り返りが手軽にで
きます。 
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□■ １つ上の週案活用術 ■□ 

時数管理 

週の計画 

週の反省 

… 

時数管理や週の反省を書くだけでは、 

もったいないですよね。 

「週案」は「わたしの学びの記録」です。 

週案を、どのように

活用していますか？ 

週案はどのようにすると、授業改善や授業の振り返りに活かせるのでしょうか？ 

授業づくりのために、「授業レ

シピシート」を活用して挟めると

いうアイデアはどうかな？簡単

に作れるシートだから、これを

積み重ねていくと、授業力の向

上につながりそうだよ。 

「授業プラス日記」も活用でき

そうだね。自分の授業の振り返

りだけでなく、他の先生の授業

を参観した時の記録にも役立ち

そうだね。 

※ この２つのシートは「県北教育事務所」のＨＰから
ダウンロード可能です。ぜひ御活用ください。 
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５ 教師として身に付けたい指導技術 

 ◇◆ 板書 ◆◇ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「めあて」と「まとめ」には整合

性をもたせていきます。本時で

「何がわかったか」の着地点が「ま

とめ」となります。 

学習前の子どものすっきりしないモヤ

モヤした気持ちを引き出し、書いておく

ことで、振り返りの時に、子ども自身に自

己の変容を感じ取らせやすくなります。 

モヤモヤ 

 「板書を見ると１時間の授業の流れ

が分かる」といいます。 

学びの足跡をしっかりと残し、教師

も子どもも１時間の学習を振り返るこ

とができるような構造的な板書を作

成することが大切です。 

考えを視覚的に

示すことは、「共通

点」や「相違点」を

捉えやすくなり、

話合いの焦点化

が図られます。 
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◇◆ ノート指導 ◆◇ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 

 

 

 

板書をそのまま写すのではなく、自分

の言葉で書かせることがポイントです。 

１人１台端末やノートの活用場面を考え

て、最大限の効果が出るようにしたいで

すね。 

「書くこと」は「考えること」です。 

「なるほど！」と思ったことや

友達の考えで参考になったこと

など、まとめや感想（振り返り）

につながる言葉を書き留めて

おかせることは、有効ですね。 

本時の課題から、解決、

新たな問いまでの一連の

流れを意識し、ノートに記

録できるようにすることが

大切です。 
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◇◆ 机間指導 ◆◇ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見る 

観る 

子どもたちがどんな反応をしているか。 

学級全体に指示が通っているか。 
傾向を捉える 

診る 

取組状況をチェック 
ノートやワークシートをチェックする。 

友達との関わりをチェックする。 

学習の進め方・変容 
見方（視点）が合っているか。 

考え方（思考の方向性）が合っているか。 

看る つまずきの捉え・支援 

個に応じてつまずきを丁寧に捉える 

      → 理解や活動を促す 

常に全体を俯瞰しながら、捉えた

個の状況に応じて必要な支援をする

ことが大切です。 

※ 多くの子どもに誤解等が見られる場合は、一度全体を注目させて発問や指示を改めます。 

※ 予定している自力解決の時間を変更する必要があるかどうか、見極めます。 

全体（概観）と 
部分（個）の往還 
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何を考えればいいのか、子

どもたちはわかっているか

な？ 

指示が通っているかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診る 

机間指導 

指示通り、グループ活動

が進められているかな？ 

・ 着目するところはズレていないかな。 

・ 自分の考えをもてているかな。 

・ どこで悩んでいるのかな。 

・ どこでつまずいているかな。 

 
友達としっかり話し合えているかな？ 

○○まではできているな。 

どんな言葉をかければ次の段階に進め

るかな？ 

子どもたちの思いを高まらせ

た上で、そのまま問題解決に

つなげていきたいですね。 

見取りの目的は 

「状況把握」と「支援へ向けた戦略構想」 

ノートやワークシートに、

自分の考えをきちんと書い

ているかな？ 
子どもたちが見通しをもて

ない状態では、主体的な学習

は生まれません。 

このまま 

GO 

このまま 

GO 

※ 誤解等が多い場合は、
発問や指示を改める。 

見る 

※ 活動が停滞している
場合は、再度指示を出
し軌道修正を図る。 

観る 

概
観 

観
察
・
チ
ェ
ッ
ク

観 

診
断 

状況把握 
※ 子どもたちの状況を把握するの

に、座席表やカルテを使っている

先生もいますね。授業後の評価に

も使えるので、有効です。 

指導支援 

個に寄り添い、つまずきを丁寧に捉える。 

      → 個に応じて理解や活動を促す。 

※ 捉えた実態をもとに、その後の

展開を構想します。 

・ 誰の考えを取り上げるか。 

・ 誰と誰を関わらせるか。 

・ どのような順序で取り上げるか。 

看る 
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◇◆ 発問 ◆◇ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

引き出したいのは、ワクワク感！ 

どんな導入にすれば、子どもたちのワクワク感
を引き出せるか…。 

授業の方向性を決め、子どもたちの学習意欲を

高める、ここが教師の腕の見せ所です。 

 同じ「具体物の提示」でも 

・ 一部分だけ隠して提示するのか。 

・ 最初に出すのか、途中で出すのか。 

・ シルエットを出して想像をふくらませるのか…。 

 提示の仕方で、学習効果を高めることができます。 

今日は何を 

入れよう？ 
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【ピンポン型】 

教師が指名し、子どもに答えを発表させる１問１答のやり取

りの授業。教師に都合のよい意見や考えだけが取り上げられ、

一部分の子どもの考えで授業が進んでいく可能性が高い。 

【バレーボール型】 

教師の投げかけた発問を子どもが受け取り、円陣パス

のようにつなげていく授業。教師はその価値を瞬時に判

断し、本時のねらいに迫るようコーディネートしていく。 

・ボールを落とさないように！ 
・大切に！ 
・みんなの力でつなげていく！ 
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さいご 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じこ 

 

 

 

 

－ これが私のスタンダード － 

  これは、授業の「振り返り」の
場面です。 
この姿に、今日の学びの振り返

りを楽しみにしている気持ちが
とてもよく表れていますね。 

私
も
こ
ん
な
風
に
、
子
ど

も
た
ち
が
「自
分
の
学
習
を

振
り
返
る
こ
と
」を
楽
し
み

に
す
る
よ
う
な
授
業
を
し
て

み
た
い
な
あ
。 

先
生
！
こ
れ
、
授
業
中
で
す
よ
ね
？ 

な
ん
か
、
子
ど
も
が
両
手
を
上
に
上

げ
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
で
す
け
れ
ど…
。 

何
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？ 

 

「まとめ」と「振り返り」

は、もちろん子どもたちに

とって大切な時間ですけれ

ど、私たち教師にとっても

大切な時間なのですよ。 

振
り
返
り 

＝ 

自
己
を
見
つ
め
る 

【子
ど
も
】  

○ 

「ま
と
め
」と
「振
り
返
り
」は
分
け
る
。 

○ 

自
分
の
言
葉
で
書
か
せ
る
。 

○ 

自
分
の
学
び
を
自
覚
さ
せ
る
。 

 

【教
師
】  

○ 

振
り
返
り
に
は
新
た
な
「気
付
き
」が

書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。 

↓
 
 

・ 

他
の
子
ど
も
た
ち
に
広
げ
る
。 

・ 

次
の
学
習
、
他
教
科
に
つ
な
げ
る
。 

 

※ 

振
り
返
り
の
時
間
は
、
子
ど
も

た
ち
が
分
か
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
知
る
た
め
に
、 

絶
対
に
必
要
。 
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  そして、大切なのは、

これを一人でやるので

はなく、組織として、継

続していくこと！ 

「子どもを中心とし

た授業づくり」という言
葉です。 

私は今まで表面的にしか捉

えていなかったと思います。 

「子ども中心」「子どもが主役」

の授業づくりについて、もっ

ともっと考えていきたいと思

います。 

そして、この授業スタ

ンダードも、もう一度読

み直しをしたくなって

きました。 

早く子どもたちと

一緒に、授業をした

くなりました。 
 

つなげる！ 
子ども同士、学習 

続ける！ 
大事なことをしっかり 

「子どもの意見すべ

てに価値がある」という
言葉です。 

誤答やつまずきも含め、全

ての子どもを大切にした授業

づくりが大切なのだと改めて

思いました。 

授業スタンダードを読ん

で、お気に入りの言葉は見

つかりましたか？ 

「スタンダード」というだ

けあって、授業のエキスが

ギュッとここに込められて

いるのですね。 

私は「日常での教員の

学び合い」がいいなあ。  

子どもたちのために、

これからも、みんなで頑

張っていきましょう。 

あっ、校長先生～！ 

ど
の
先
生
に
も
、
大
事
に
し
た
い

言
葉
が
あ
る
の
で
す
ね
！ 

私
も
言
葉
を
大
切
に
、
支
え
に
し

な
が
ら
、
私
な
り
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
な
…
。 
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授業は、子どもたちにとって 

かけがえのない時間 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



第〇学年 〇〇科学習指導案 指導者：□□ □□
場 所：○年△組 教室

１ 単元名（題材名）

２ 単元の目標
○ 【知識及び技能】
○ 【思考力、判断力、表現力等】
○ 【学びに向かう力、人間性等】

３ 単元の評価規準

４単元の構想

５ 単元の指導計画・評価計画

６ 本時の目標
～について（学習内容）～により（手立て）、～（目指す子どもの姿）にすることができる。

７ 学習過程 （例 小３算数）

「単元の目標」と「単元
の評価規準」の観点名

に、着目してみましょう。

評価には、「指導に生かす」と「記録に残す」という
二つの側面があります。計画的に位置付けます。

この単元の系統性やを確認、指導内容に
関するレディネスや学習状況等を捉えて、よ
り具体的にしていきましょう。

単元の指導計画にそって、評価規準を具体的に
しながら位置付けていきましょう。

どんなまとめと振り返りになるのか、より具
体的にイメージできるかが勝負です。ＴとＣで
具体化しておくといいですね。

教材観、児童（生徒）観、指導観について書きま
す。この単元を通して、学びが深まった子どもの姿
を具体的に書くことが大切です！

【知識及び技能】、【思考力、判断力、表現力

等】については、基本的に文末を、「～できる。」
として示す。

【学びに向かう力、人間性等】については、基

本的に文末を「～とする。」として示す。

【知識・技能】、【思考力・判断力・表現力等】については、基本的に文末を、「～している。」として示す。
【主体的に学習に取り組む態度】については、基本的に文末を「～しようとしている。」として示す。

指導案は、単元づくり・授業づくりの設計図
～子どもたちの心が動き、瞳が輝く授業のために～

この単元に関係がある
ことに、絞って書けばいい
のですね。

評価規準と
本時の目標、課
題（めあて）、
評価は全部つ
ながっているっ
てことですね。



【 科 第 学年「 」 ／ 】

〔学習課題〕

?

（ゆさぶり、切り返しの発問）

まとめ

教師の思い・願い

③ 学習課題・見通し

① 本時のねらい

？

〔まとめ〕

？

？

②
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
子
ど
も
の
姿
を
明
確
に
描
く

振り返り

主体的・対話的で深い学びのある授業を目指して
～学びの自覚を促す確かな「振り返り」のススメ～

④ 追究・解決

□ 私の授業レシピシート №［ ］ 月 日（ ） 校時



「私の授業レシピシート」解説

「ゴールからの授業構想」
子どもの実態を受け、教師が本時

１時間をかけて、どのような姿を目
指していくのかを明確にもつことが
大切です。
教師の「子ども観」「教材観」「指

導観」が凝縮した形で書かれる重要
な部分となります。

ゴールからの授業づくりを意識できるよう、

流れに沿った授業づくりの手順を示しました。

① 本時のねらい

② ゴールにおける子どもの姿
③ 学習課題・見通し

④ 追究・解決

【振り返りの視点】（例）
・わかったこと、できるようになったこと

・自分でがんばったこと

・友達ががんばったこと

・これからの学習や生活で生かしたいこと

め
あ
て
と
ま
と
め
の
整
合
性
を
図
り
ま
す
。

本時で「何を学ばせる
のか」は、学習指導要領
で必ず確認します。

「まとめ」と「振り返り」

「まとめ」と「振り返り」には、
それぞれねらいがあります。
各教科等、本時の「まとめ」と

「振り返り」がどのようになるか、
具体的な言葉・姿としてイメージ
します。

【まとめ】
◇何を学んだか

→ めあてとの整合

【振り返り】
◇どのように学んだか

→ 学びの過程

前
時
（
前
単
元
）
、
次
時

（
次
単
元
）
と
の
つ
な
が
り
を

含
め
、
本
時
の
位
置
付
け
を
と

ら
え
、
構
想
を
練
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

「本時で目指すゴールの姿」
を想定します。

本時で「振り返らせたい言葉」を
イメージします。

子
ど
も
に
と
っ
て
「
学
び
が
い
」

を
感
じ
る
振
り
返
り
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

「私の授業レシピシート」
１時間の授業を構想するシートです。
様々な場面で活用することができます。
ＱＲコードからお入りください。
〈活用例〉

・授業づくり

・授業の振り返り

・授業参観の記録 等



私の授業プラス日記 №

月 日（曜） 教科等名 授業を振り返って（上手くいったこと等）

月 日（ ） □学習課題

1
［授業者］ □コーディネート

・ 自分 □まとめ

・ 教諭 □振り返り

月 日（ ） □学習課題

２
［授業者］ □コーディネート

・ 自分 □まとめ

・ 教諭 □振り返り

月 日（ ） □学習課題

３
［授業者］ □コーディネート

・ 自分 □まとめ

・ 教諭 □振り返り

月 日（ ） □学習課題

４
［授業者］ □コーディネート

・ 自分 □まとめ

・ 教諭 □振り返り

月 日（ ） □学習課題

５
［授業者］ □コーディネート

・ 自分 □まとめ

・ 教諭 □振り返り

上手くいったことを書き留めてみませんか。
〇 自分の授業
〇 参観した授業



 

 

  

あなたの授業の「時間の計画」
を立ててみませんか。 
○学習課題・見通し 
○追究・解決 
○まとめ 
○振り返り 

私は、時計の中に実際に書いて、見通しを
もつようにしています。「まとめ」と「振り返
り」は欠かせないので、赤で書いて特に意識
するようにしています。 【授業のタイムマネジメント例】 

コピーをして、切り取ってから書き込みましょう。教材研究ノートや指導案に貼っ
たり、教科書にクリップでとめたりする等、あなたのアイデアで活用してみませんか。 



－私が選ぶ「私の授業を支える言葉」－ 

 

 

 

 

 

『授業スタンダード』のどの「言葉」が、あなたの

心に響いていますか。 

この言葉を選んだ理由は… 

この言葉を選んだ理由は… 

Ｐ.  .

Ｐ.     

これが私のスタンダード 



私の授業を支える言葉集（索引）

段 階 取り上げている 掲載ページ
「授業を支える言葉」

授業の基盤は －私の授業を支える言葉－ ① よさを見取って Ｐ. ２
② 生徒を尊敬 Ｐ. ３

主体的な学習を支える基盤づくり ③ 学習集団づくり Ｐ. ４
④ ユニバーサルデザイン Ｐ. ６

授業前に ポイント１ ⑤ 全体を見通した Ｐ.１０
単元をつくる ⑥ 重点（軽重） Ｐ.１０
本時の授業をつくる ⑦ 位置付け Ｐ.１１

⑧ 具体的な姿 Ｐ.１１

導 入 ポイント２
教材との出合い ⑨ 原動力 Ｐ.１２
学習課題の把握 ⑩ 焦点化 Ｐ.１４

展 開 ポイント３
追究・解決 ⑪ 見通し Ｐ.１６
〈計画・方向付け・見通し〉 ⑫ 展開を構想 Ｐ.１７
〈個での追究・解決〉

ポイント４
追究・解決 ⑬ 共有 Ｐ.１８
〈ペアやグループ ⑭ 吟味 Ｐ.１９
・学級全体での話合い〉

終 末 ポイント５
まとめ ⑮ 自分の言葉 Ｐ.２０
振り返り・新たな学び ⑯ 自分のよさ Ｐ.２１

授業後に ◇教員の学び合い ⑰ 自己マネジメント Ｐ.２３
⑱ 互見授業 Ｐ.２４

◇教師として身に付けたい指導技術 ⑲ 週案 Ｐ.２４
⑳ 授業の流れ Ｐ.２６
㉑ 流れ Ｐ.２７
㉒ 自分の言葉 Ｐ.２７
㉓ みる Ｐ.２８
㉔ 引き出す Ｐ.３０

どんな言葉が気になり
ますか。気になるところ
から、お読みください。

私は、「全員が」とい
う言葉が気になります！

私は、「原動力」とい
う言葉が気になるな。




